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看護婦の 専門的自律度の リ ー ダ ー シ ッ プ へ の 影響
塚原節子, 上野栄 一 , 高島佐知子, 高間静子
富山医科薬科大学医学部看護学科
要 約
富山県内の公立痛院に勤務する婦長, 副婦長108名を対象に , リ ー ダ ー シ ッ プ行動評定尺度 ,
Pa nkr atz Nu r sing Qu e stio n n air e(P NQ) の 日本版を用 い , P NQが看護婦の リ ー ダ ー シ ッ
プ に及ぼす影響を検討した ｡ その結果, 副婦長の P NQ2 , 3 とリ ー ダ ー シ ッ プM行動に有意に
高い 相関値を示 した. 婚姻別で は既婚群の P NQ3とM行動で , また未婚群で もP NQl とM行
動 に高い相関係数を示した. 年代別で は 41- 50歳群で PNQ2 とP行動が , P NQ3 とM行動
が正の 相関を示 した. こ れらの 結果から , 看護婦の専門的自律度は, リ ー ダ ー ツ シ ッ プ行動に影
響 して い る こ とが示唆された.
キ ー ワ ー ド
看護婦の専門的自律度 , リ ー ダ ー シ ッ プ
は じ め に
すぐれたリ ー ダ ー は , 集団の 欲求や状況の特殊
性 に順応した活動をし, 人間の達成動機の成長過
程をより能動的に , 自己実現的な方向 - と導くと
言われ て い る 1). ス トグデイ ル 2) は, リ ー ダ ー シ ッ
プと は,(1)集団過程の 中核で ある . (2)人物特性 の
効果で ある . (3)支配の 技術で ある . (4)社会的影響
過程 である . (5)行為な い し行動で ある . (6ト つ の
読.得方式である . (7)目標達成手段で ある . (8)対人
的相互作用過程で ある . (9)集団における地位 一 役
割で ある . と定義し, 集団メ ン バ ー に受け入れ ら
れ るような目標を設定し , それ に向けて メ ン バ ー
の態度や行動を統合的に組み立て , い わゆる組織
化を行 い , さら にそれを 一 定の レ ベ ル に常時椎持
すると い う集団過程の 主要局面を支える機能全体
で あると考えられて い る3 )･ 4). っ まり, T) - ダ ー
シ ッ プと は集団現象であり , 集団成員の なか で社
会的影響過程を含み つ つ 一 つ の 目標達成の ため に
行動するこ と , また集団の 目的を達成するために ,
自分の 所属する集団が置かれて い る状況につ い て
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積極的な関心を持ち, その 集団の可能性を客観的
に, 正確に判断して い くこ と , さら に集団の なか
で能動的に自己実現的な方向へ と導くこ とがリ ー
ダ ー シ ッ プ行動に つ ながると考える . 一 方 , 看護
婦の専門的自律度の 高い 人は , 職業人と して自ら
の価値観や判断に基づ い て選択決定し, 責任をも っ
て行動すると言われ5), 特 に自律性の 高 い 人は ,
自己実現の ため に能動的に目標達成にむけて 努力
すると言われて い る6). 以上 の こ とより , 専 門的
に自律性の 高い 人は , 自己実現の た めの 目標達成
を集団の なか にお い て も達成させようとするリ ー
ダ ー シ ッ プ行動に影響を与える の で はない かと考
える . 三隅らは 4) リ ー ダ ー シ ッ プ行動の 類型化を
行 い , 目標達成な い し課題解決を指向 した機能を
P機能(Pe rfo r m a n c e), 集団の 過程維持を指向
した機能をM 機能 (Mainte n an c e) とし , 企業
体7) や行政8) ･ 教育3) ･ ス ポ ー ツ 集団3) の 場 にお
い て , い かに生産性が上が るか , 教育効果が上 が
るか等に つ い て 行われてきて い る . 本研究では ,
看護婦の専門的自律度が リ ー ダ ー シ ッ プ機能に ど
の ように影響するの かを調べ た .
看護婦の 専門的自律度の リ ー ダ ー シ ッ プ へ の 影響
研 究 方 法
調査対象 : 富 山県内の公立病院に就労する婦長
及び副婦長で有効回答の 得られ た108名を対象と
した. その 内訳 は婦長32名, 副婦長76名, 婚姻別
で は既婚94名, 未婚14名, 年齢別で は35歳以下9
名, 36から 40歳以下 26名, 41から 50歳以下 64
名, 51歳以上 9名, 学歴別 で は専修学校 卒が100
名, 短期大学卒が8名であ っ た.
調査内容 : 看護職場の 中間管理者で ある婦長と
その 補佐役で ある副婦長の リ ー ダ ー シ ッ プ行動を
従属変数としリ ー ダ ー シ ッ プ行動に影響すると考
えられ る看護婦の 専門的自律度を独立変数に して
こ れらの 関係を調べ た .
測定用具 : リ ー ダ ー シ ッ プ行動の評定 (PM得
点) に は , 三隅らの企業における リ ー ダ ー シ ッ プ
行動評定尺度3)を使用 し自己評定法をと っ た. こ
の 尺度は , 目的遂行機能 (P機能) と , 集団維持
機能 (M機能) の 二 つ の 集団機能に基づ い たリ ー
ダ ー シ ッ プ行動を測定 して い る . 本研究で の この
尺度の Cro nba ch の 信頼性係数 α は0.7633 であ っ
た. ま た , 看 護婦 の 専 門的自律度 の 測定 に は
Pa nkr atz Nu r sing Qu e stio n n air e9) の 日本語
版 (以下P NQと呼称する)5) を使用 した . こ の
専門的自律度P NQの 尺度は3 つ の 下位概念か ら
構成され , P NQl は, 看護婦が専門職と してイ
ニ シア テ ィ ブや責任をとるこ とを好ま しい と自覚
して い る程度や患者に対する看護 へ の 柔軟な態度
を, P NQ2 は患者の権利や 自由の擁護を , P N
Q3 は医師 へ の 意見の不 一 致や患者の 個人的な事
柄へ の 看護婦の積極性を測定して い る . 本研究で
の この 尺度の Cr o nba ch の信頼性係数 α は0.8589
で あ っ た .
調査方法は 一 週間の 留置法で , 調査者が回収 し
た . なおデ ー タ - の解析 には , 統計 ソ フ ト SP SS
(統計処理パ ッ ケ ー ジ) を使用 した .
結 果
Tablel には, 職階別に婦長 , 副婦長 の P NQ
の下位概念がリ ー ダ ー シ ッ プ行動 へ どう影響して
い るかを示 した . 副婦長のM 行動とP NQ2及び
P NQ3で r - 0.138, r - 0.157と有意 に高 い 正 の
相関を示した (p<0.01). しか し婦長の リ ー ダ ー
シ ッ プ行動とP NQの 間には相関はみら れなか っ
た
.
Table2 には婚姻別の P NQと リ ー ダ ー シ ッ
プ行動との 関係を示した . 既婚群の M 行動とP N
Q3 に, また未婚群でも M行 動と P NQl にそ
れぞれ r - 0.334, r - 0.636の 高 い 正 の 相関を示 し
Table1 Relationships betw een nⅥrsl ng autono m y and le adership
by c are er ladder
n=108
Nu r sl ng Auto n o my
n PM
Gr o up
PFQI PNQ2 PNQ3
Ma nage r 32 P - . 189 .242 .054
M .036 .110 .326
Vic e m a n ager 76 P - . 105 . 216 . 060
M .081 . 138* * . 157* *
Partial c o r relatio n c oeffic e nt .p<0 .0 5,◆事p<1o. o l
P is pe rfor manc e fu n ctio n , 〟 is mainte n a n c efu n ction in
PHle ade r ship pat te r n. PNQis n u r sing,a uto n o my, advo c a cy,
r eje ctio n of tr aditional r ole limitatio n.
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Table2 Relationships betw e e nn urs e sm a n agers
'
1eadership
a nd n u r sl ng a uto n o my by M ar rl age
n=108
Nursing Autonomy
Gr o up n P M PNQi PNQ2 PNQ3
Ha r ried 94
Un m a r ried 14
P - . 107
M . 066
P . 203
M . 636*
.203 .096
.087 . 334* *
-
. O 15 - . 0 7l
. 077 - .555
Pa rtial c or r elatio n c o ef ficie nt +p<0. 05.+ +p<0.O l
Table3 Relatio n ship betwe en n u rs e sm a nage r sle ade r ship and
nur sin ng auto nom y by age
n=10 8
Nu r sing Auto n o my
Gro up n PM PNQI PNQ2 PNQ3
ロnde r35yrs. 9 P
M
36- 40yr s. 26 P
M
41- 50yr s. 64 P
M
Over 51yrs . 9 P
M
-
. 4 42 - . 3 90 .022
.
489 - . 315 - . 481
-
. 0 72 . 038 .26
. 173 . 0 44 .224
. 017 . 252* . 065
.
10 8 . 140 .330**
-
. 127 . 091 - . 025
. 525 - . 3 42 - . 192
Pa rt ial c o r･ elation c o efficie nt +p<0 .0 5,+ +p<0 .O l
Table4 Relatio nship betw een n u rse s man age rs
'
1e ade rship a nd
n u r sl ng a uto n o my by edu c ation
n=1 08
Nu r sing Auto n o my
n PM PNQI PNQ2 PNQ3
Diploma
As s o ciate
10 0 P - . 0 77 . 180
M . 104 . 073
8 P .165 . 130
M .542 . 338
.064
. 235*
. 355
. 060
Pa rtial c o rr elatio n co efficie nt, +p<0 .0 5,+ +p<0 .0 1
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た.次 に Table3 は , P NQ と リ ー ダ ー シ ッ プ行
動との 関係を年齢別に示 した . 41歳から50歳群で
P行動 とP NQ2 に, M行動とP NQ3 にそれぞ
れ r - 0.252(p< 0.05), r - 0.330(p< 0.01) の 有
意に高い 値を示した . またこ れらを学歴別でみる
と , Table4 に示すとお り専修学校卒 の 中間管理
者 に , M 行動とP NQ3 にr - 0.235の 正 の 偏相
関係数を示した.
考 察
職階別で の P NQとリ ー ダ ー シ ッ プ行動との 関
係で , 婦長には相関が見られなか っ たが , 副婦長
にM行動とP NQ2 , 3 に相関があ っ たの は , M
行動は集団維持機能であり, 婦長を補佐する立場
にある副婦長は婦長よ り多くの看護業務 に関わ っ
て い る ことか らくるもの と考えられ る . 患者との
関わりの 中で看護婦 として 専門的に自律 し, 患者
の権利や 自由の 擁護や , 看護婦としての役割 へ の
積極性 に対 し自己実現しよう とすれ ばするほ ど,
それをス タ ッ フとの 共通理解と相互協力の 中で職
務を遂行し, その 中で ス タ ッ フ との 人間関係を維
持して い こうと して い るこ とか ら この 結果がで た
もの と考える . 三隅らの リ ー ダ ー シ ッ プ研究にお
い て も, 課長 , 係長の リ ー ダ ー シ ッ プ行動の違 い
を, ｢ 係長は課長よりも部下 へ の 情報提供 , 部下
へ の ねぎら い , 感情的な接触の 回避と いう人間関
係 で の細やかな配慮と いう点で 部下により密着 し
た行動をと っ て い る｣ と考察されて い る 8) ことか
ら , こ の結果がで たもの と考える .
婚姻別にみた場合の リ ー ダ ー シ ッ プ行動の M行
動に , 既婚群で はP NQ3 , 未婚群で はP NQ2
に有意に高 い 相関を示 した . こ れは既婚群は , 職
場で の 役割と家庭で の 役割など自分 に課せ られた
役割があるこ とが考えら, 三隅らの報告の なかで ,
｢両親もしくはその 代理者に は ､ 子弟の 養育 に対
する社会的役割 ･ 期待が明確である .｣ と述 べ て
い る よう に3), それぞれ の役割の 中で 自己の 役割
を積極的に遂行 して い こうと いう姿勢が この リ ー
ダ ー シ ッ プの M機能との 間に相関を示 したもの と
考えられる . 母親は出産 ･ 育児を通しての 日々 ,
親子関係を築き , 義務と責任を持 っ て親と して の
役割を果た してきた こ とから, 看護の 現場 におい
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ても, 自分の 職場での 人間関係を維持 し看護職と
して積極的姿勢で 関わりながら , 自らの価値観 に
基づ き意志決定し行動する こ とで , 自己実現 しよ
うと して い るもの と考える . 一 方未婚群の M行動
とP NQlとの 関係では , 未婚群は既婚群に比 べ
所属 して い る集団が少ない 分 , 生活基盤を職場に
お い て い る こ とから, 患者 の擁護に積極的になる
とき, 職場 で の メ ン バ ー 相互 の好ま しい 人間関係
の 中で リ ー ダ ー シ ッ プ行動を発揮 し , 自己実現を
め ざして い る と考えら れ , こ の こと から この 結果
がで たもの と考える .
年齢別で の リ ー ダ ー シ ッ プ行動とP NQと の 関
係で は , 41 から50歳群 にP NQ2 とリ ー ダ ー シ ッ
プP行動に相関を示した. こ の リ ー ダ ー シ ッ プP
行動は集団の 目的達成 に指向 したリ ー ダ ー シ ッ プ
行動で あり , こ の 年代の リ ー ダ ー 達は管理者と し
て もベ テ ラ ンと して 役割が与えられ , 患者の権利
を認める こ とに自律 して くると, それを遂行する
ため の企画 ･ 調整や規律指導 ･ 実行計画にリ ー ダ ー
シ ッ プを発揮 してくるもの と考える .
また , P NQ3で の 伝統的役割限定 - の 拒絶に
対する積極性との 相関は, 組織集団と しての まと
まりの 中で , 自主性を刺激 し成員相互 の依存性を
増大 して いく上 での リ ー ダ ー シ ッ プ行動を発揮 し
て い る こ とからくるもの と考える . 加藤ら
1)は ,
リ ー ダ ー シ ッ プ機能の理論的前提と して ｢効果的
リ ー ダ ー シ ッ プは集団成員 の最大公約数的欲求の
充足にある｣ と して い る . つ まりこ の 年代にお い
て は集団成貞の役割行動にも注目し, 集団目的と
集団成員の 心理とを有効に結びつ けることができ,
それが看護婦と しての 積極的関わりと集団成貞と
の 人間関係維持機能に正の相関がで たもの と思わ
れる .
学歴別の P NQとリ ー ダ ー シ ッ プとの 関係では ,
今回の 調査で の 中間管理者の 年代は , 専修学校 の
卒業生が多か っ た こ とが短大卒にはみ られず, 前
の表3と併せ て 考えると この 結果に現れ たの も納
得の い く結果と考える . つ まり看護の 職場にお い
て は特にチ ー ム ワ ー ク が大切なと ころ であり, 専
門的に自律して くれ ばくるほ ど管理者は , その 組
織集団での 人間関係を重視 し , 対立や抗争を和解
に導くようなリ ー ダ ー シ ッ プ行動を発揮 して い る
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もの と考える .
結 論
看護婦 の リ ー ダ ー シ ッ プ行動を測定し, 彼らの
専 門的自律度が どの よう に影響するの かに つ い て
調べ , その結果をまとめ ると次の ような ことが明
らか にな っ た .
1. 専門的自律度P NQとリ ー ダ ー シ ッ プの 関係
を職階別でみ ると, 副婦長群でP NQ2 , P N
Q3 が高くなるほ どリ ー ダ ー シ ッ プのM行動が
高くなる .
2 . 婚姻別でみ ると , 既婚群ではP NQ3 が高く
なるほ どリ ー ダ ー シ ッ プのM行動が高くなり,
未婚群で はP NQl が高くなるほどリ ー ダ ー シ ッ
プの M行動 が高くなる .
3 . 年齢別で み ると41歳から50歳群で の P NQ3
が高 い 人ほ どリ ー ダ ー シ ッ プの M行動が高なる
が , P NQ2 が高くなるほ どリ ー ダ ー シ ッ プの
P行動が高くなる傾向が ある .
4 . 学歴別では , 専修学校群で P NQ3 が高い 人
ほ どリ ー ダ ー シ ッ プの M行動が高くなる傾向に
ある .
以上 の こ とか ら看護婦の 専門的自律度は , 看護
婦 の リ ー ダ ー シ ッ プ行動の M行動 に影響し, さら
に, 職階, 年齢 , 婚姻等によ っ て 異な っ て影響す
る こ とが示唆された.
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T he influ e n c e of n u r sing a uto n o my o n
tbeir le ade r ship.
Sets uko TS U K A HARA, EicbiUE N O, Sa chiko T A K A S HIM A,
S hiz uko T A K A M A,
Scho ol of n u r slng, Toya m a M edic al s nd P ha r m a c e utic al Univ e r sity
A bstr a et
T he influ e n c e ofpr ofe s sio n al a uto n o my o n their le ade r ship w a s e x a min ed in this
study. T he s a mple c o n sited of 108n u r s e s w o rking
･ in Toya m apr efe ctu r e. T hein str u-
m e nts w e r ethe beha vio r al le ade r slp s c ale a nd the Japa n e s e v e r sio n of Pa nkr atz
Nu r sing Qu e stio n n aire. The r e s ults w ere a sfollo w s;1)the m ainte n a nce le adership of
vic e m a n age r w a spo sitiv ely c o r r elated with adv o c a cy a nd r eje ctio n oftr aditio n al r ole
limitatio nin the n u r sing a uto n o my, 2)the m ainte n a n c el ade r ship of m a r ried gr o up
w a spo sitiv ely c o r r elated with r eje ction oftr aditio n al r ole limitatio n in the n u r slng
a uto n o my a ndthe pe rfo r m a n c el ade r ship of u n m a r ried gr o up w a spo sitiv ely c o r r e-
lated with n u r sing a uto n o my, a nd 3)the pe rfo rm a n c ele ade r ship of4 ト50ye a r s w a s
po sitiv ely c o r r elated with adv o c a cy ln the n u r slng a uto n o my a nd the m ainte n a n c e
le ade r ship of 41-50ye a r s w a spo sitiv ely c o r r elated with n u r slng a uto n o my.
IT his r e s ults s ug ge sted that the n u r s e spr ofe s sio n al a uto n o my influ e n c e o ntheir
le ade r ship.
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